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A：予定を上回る進捗

B：概ね予定どおり

C：遅れている。

事
業
評
価

【ゴールに対するR４末の達成度】 有識者等による検討会を経て、令和４年４月に佐渡市文化振興ビジョンを
策定することができた。また、ビジョンの具体的な行動計画となるアクション
プランも令和５年３月に作成を終えることができた。

　　〔　A  ・  B  ・  C　〕

市の文化振興に係る計画として、「佐渡市文化振興ビジョン」を策定するとともに、その行動計画
となるアクションプランを作成した。

事
業
計
画
と
実
績

文化団体等が行う伝統芸能継承活動に対する補助金を交付するため、申請団体を募集したが実
績はなかった。

伝統芸能に関するキャリア教育支援として、令和４年度は講師派遣１５件、和楽器貸出８件の実
績があった。

課
題
・
今
後
の
取
組

【課題】

佐渡市文化振興ビジョンが完成し、それに沿った文化継承策を進めていくことになったが、これを
進めるにあたり、文化に携わっていない人たちも含めた文化の保護意識の醸成が必要である。

【今後の取組】

文化の保護意識を醸成する取組の実施や、継続したキャリア教育支援を行う。

【Ｒ４年度計画】

市の文化の推進に係る計画を策定するための検討懇談会を開催する。

【Ｒ４年度実績】

市内の文化団体等が行う伝統芸能継承活動に対し、予算の範囲内で補助金を交付する。

伝統芸能の担い手を育成するため、佐渡文化財団と連携を図りながら、学校での伝統芸能を取
り入れた授業等に対し、講師の派遣や和楽器の貸出等によるキャリア教育支援を行う。

こ
れ
ま
で
の
取
組
実
績

　H28年度1件、H29年度1件、Ｈ30年度1件

　H30年度　民謡体験「おけさトライアスロン」

　H31年度　講師派遣3件、和楽器貸出8件、伝統芸能学習会4回

　R2年度　講師派遣14件、和楽器貸出18件

伝統芸能継承活動補助金支援実績

伝統芸能授業、和楽器貸出等実績

　R3年度　講師派遣14件、和楽器貸出22件

「佐渡金銀山」保存・活用行動計画

令和４年度事業点検・評価調書　
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【事業目的】

佐渡金銀山関連伝統文化の保存支援により、地域住民の保存意識の向上を図る。

【事業内容】

佐渡金銀山に関連する伝統文化を、佐渡金銀山とともに広報誌等の媒体で紹介することにより、
伝統文化保存継承活動について支援を行う。

【本計画終了時点のゴール】

佐渡金銀山の保存活用と合わせた伝統文化の保存継承及び人材育成を図るため、「佐渡市文
化振興ビジョン」を策定するとともに、それを具体化させたアクションプランを作成する。

事業(施策)名 ２　関連伝統文化保存支援

佐渡市社会教育課

関連団体
佐渡市世界遺産推進課、佐渡連合商工
会、佐渡文化財団

事業実施期間 Ｈ28～R６

第５章　世界遺産を核とした魅力ある地域づくり
取組項目 関連伝統文化の保存継承支援

Ⅱ．伝統文化・地場産業の振興
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